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II 調査日程訪問先機関

第1回 l9 8 6年 3月3日---4月l2日

3月 3日（月）成田発 → 機中

3月 4日（火）パリ着

農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)本部

3月 5日（水）油脂・油料種子研究所 (IRHO嘔 CIRADの一研究部）

熱帯農業食用作物研究所 (IRAT・CIRADの一研究部）

3月 6日（木）フランス コーヒー・カカオ嗜好料作物研究所 (IRC C)本部

3月 7日（金）フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM)本部

（フランス）

0 R S T OM Bondy 研究センター

3月 8日（土）パリ → モンペリエ

3月 9日（日）モンペリエ郊外農村視察

3月10日（月） CIRADモンペリエセンター及びその研究部

3月11日（火） CIRADモンベリエセンター研究部

DSA 

IRCC 

IRCT 

3月12日（水）国立モンペリエ農業高等学校（大学ゆ大学院） (EMS AM) 

（モンペリエアグロボリスを構成する一機関）

国立農業研究所モンペリエセンター (INRA) 

国立農業機械化・農業土木・水•森林研究センター (CEMAGREF)

国立農業土木・水・林業学校（大学レペル） (ENGREF) 

フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM)モンペリエ研究センター

3月13日（木）国立熱帯農業研究センター (CNERC)

CIRAD 

モンベリエ → パリ

3月14日（金）パリ → ダカール （セネガル）
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15日（土）セネガル農業研究所 (ISRA)本部

ダカール日本大1剋爾

ール → リシャルトール

日（日）リシャルトールプロジェクト計画地帯及び砂糖キピ生産農場 (ASSA)

17日（月）セネガル農業研究所サンルイ農業研究センター

リシャルトール → ダカール

3月18日（火）バンベイ農業研究センター (ISRA・CNRA)

セネガル農業研究所本部

3月19日（水） ORSTOMセネガル支所

3月20日（木）ダカール → ジカンショール

ンショール農業研究センター

3月21日（金）ジカンショール → ダカール

在ダカール日本大使館

3月22日（土）ダカール → ワガドグ

3月23日（日） CIRAD 

3月24日（月） CIRAD 

プルキナファソ農業研究所 (INERA)本部

3月25日（火） ORSTOMワガドグ事務所

3月26日（水）ワガドグ → ポポジュラッソー → ワガドグ

プルキナファソ綿プロジェクト

ファラクバ試験場 INERA 

3月27日（木）カンポインセ試験場 INERA 

（プルキナファソ）

(ICRISAT、 ICR I SAT Station Experimente Kamboinse、

I I TA/SAFGRAD) 

3月28日（金）サリア試験場

3月29日（土）ワカドグ → アビジャン

3月30日（日）アピジャン近郊視察

3月31日（月）在アピジャン日本大使館

コートジポアール研究・科学・教育省
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(I RHO) 

GIRAD 

I RF A) 八ZaQUia

(ORS TOM) 

6日（日）プアケ → フェルケセドウ

Del 

ヤ

IDESSA( 

フェルケセドウ

ヽンナ研究所の試験地）

→ プア

4月 7日（月）サパンナ研究所 (IDESSA)本部及び畜産草地部

ケ → アビジャン

8日（火）アピジャン → パリ

4月 9日（水）農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)本部

4月10日（木）フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM)本部

4月11日（金）パリ --------

4月12日（土） _, --------- 成田

第2回 l9 8 6年 8月24日"'g月28日

8月24日（日）成田 → 機中

8月25日（月）パリ着

農業開発研究国際協カセンター (CIRAD) 

国土地理院 (lnstitute Geographique National} 
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い） ニンエ

日（火）フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM) 

バリ → アピジャ‘ （コ..r 

日（水）在アピジャン日本大使館

日（木）アピジャン → ニアメイ

ニジェール農業省

ニジェール国立農業研究所 (INRAN)本部

8月29日（金）農業研究部 (INRAN) (DRA・INRAN) 

コロ試験場 (Stationde Kolo, I N RAN) 

土壌実験室 (INRAN・DRE)

農業統計局

日（土）ニアメイ郊外 Sagaの揚水かんがい水田（中国プロジェクト）

8月31日（日）ニアメイ → コニ

9月 1日（月）コニ試験地 (INRAN)

r
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コニ → マラ丁イ

9月 2日（火）タルナ農業研究センター (INRAN)

マラディ県庁

マラディ → ジンデール

9月 3日（水）ジンデール → マガリア → マラディ

マガリア試験地 (INRAN)

9月 4日（木）マラディ → ニアメイ

「ソ果樹苗圃 (FruitPepiniere de Dosso) 

SA A (Service Agricole Arrondiss暉 entOOSSO Department) 

9月 5日（金）ロサ試験地 (INRAN) (Point ct'appui de Lossa) 

ティラペリー試験場

9月 6日（土）ニアメイ農産物市場

9月 7日（日）国際熱帯半乾燥地作物研究所サヘルセンター

(I C R I S A T Sahe I i an Center) 

9月 8日（月） ORSTOMニジェール実験所

～ー・- r 
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9月 9日（火）ニジェール農業省

ニジェール国立農業研究所 (INRAN)

ニアメイ → ワカド

半乾燥地穀類研究開発計画 (SAFGRAD)

10日（水）ワカドグ → バマコ

マリ農村経済研究所 (IER) 

マリ農村経済研究所農業研究部 (DRA)

9月11日（木） I ER本部

IERソトウパ試験場（バマコに近い中央的性格の試験場）

ICRISATマリ出張所

半乾燥地穀粒研究計画

（
 

¥l, 
ソアフ

（マリ）

畜産林業・淡水生物研究所 (INRZFH) 

サヘル研究所 (CI L L S -Institute du Sahe I) 

9月12日（金）農業省

野菜・果樹試験場 (SRFM)

フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM)バマコ施設 (Bamako)

9月13日（土）バマコ → シンザナ

シンザナ農業試験場

9月14日（日）シンザナ → コニ

9月15日（月）コゴニ／ニオノ試験場 (IER) (Station Kogoni/Niono) 

サヘル畜産試験場（在ニオノ）

ニオノ → シンザナ

9月16日（火）シンザナ → モプティ

9月17日（水）モプティ浮稲研究所 (IER: 旧 WARDA研究所）

林業・淡水生物研究部 (INRZFH)モプティ淡水生物実験所

北モプティ飼料作物試験場 (IDRZ) 

モプティ地域畜産開発事業団（在セバレ） （農業省 DepartmentNational 

Economy所轄）

9月18日（木）モプティ → シカッソー

-6・・-



19日（金） ス

テ

カッゾー試験場

エルアラ試験地（

ッソー → シンザナ

日（土）シンザナ → ヌタルラ → パマコ

ヌタルラ試験場

21日（日）バマコ → セリンゲ → パマコ

リンゲダム及び付近農家 (Barragede Se l i ngue)視察

9月22日（月）農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)マリ事務所

9月23日（火）農業省統計局

24日（水）農村経済研究所 (IER) 

バマコ → ダカール

9月25日（木）在ダカール日本大使館

ダカール → パリ

9月26日（金）農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)本部

9月27日（土）パリ

9月28日（日） ／二/成田

）
 

（セネガル）

（フランス）
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西アフリカの農業環境

本調査の対象は西アフリカの一般にサヘルと呼ばれる地帯にある 5ケ国である。

西アフリカにおける 5ケ国の位置及び各国内の訪問地は図 l中に示したとおりである。

それらの内、最も南に位置するコートジポアールは北緯5""'-'10゚ 、西経3°"-8゚ の間

にある。また北部まで伸びているマリは北緯 10°---....25゚ 、東経4゚ ～西経 12゚ の間に

ある。また、最も西に位置するセネガルは北緯 12°18'----16°45・ 、西経 11°21'"--"l 7° 

32'の間にある。最も東にあるニジェールは北緯 11°50・-....,z3°50・ 、東経0°""'-'16゚ の

間にある。プルキナファソはそれらの中に入る。即ち℃ これら5ケ国は北緯5"

西経 11"21',..,_, 東経 16゚ の間にあって、赤道の北よりから北回帰線の間にある熱帯地

域ということが出来る。

1. 地勢

この地帯の標高についてみると、セネガル、マリ、コートジボアールに接したギニア領

内のニンバ (Nimba)山 1,768m .. ニジェール中北部のアイール高地 （最高峰 Bagzane

2,620m)、マリのドゴン高原 1,150m、アドクル山地 890m,パンディアガラ山地 llfm、

コートジポアール北西部のモニ (Moni)山 1,302m、ドウ山 1,170mなどのある山地、マ

リ北東部のアドラール高地 890m、中南部のパンディカラ高地 1,155mあるが、他の大部

分は 300"-'500mの波上の平原である。

河川について見ると、ギニア領内にあるニンパ山に源を発して北西に流れるセネガル川、

北東に流れるニジェール川、西へ流れるガンビア川、カザマンス川、プルキナファソ北部

高地に源を発する白・赤•黒の 3 ポルタ川、コートジポアールでは北西部の山脈に源を発

するサカンドラ川、白バンダラ川、赤バンダラ川及びプルキナファソに源を発するコモエ

川などがあってその地帯の農業に深くかかわっている。また、それらの河川の上流部は雨

季だけ流れる枯川があり畑作地帯の水源として利用され、また利用される可能性をひめ

ている。

— 9~ 



し ：し り」

っきりしている。 七吝---. 

も

ころに熱帯収束帯が存在し、その北側はハルマタンが卓越して、

またこの赤道収束帯は2月頃北緯5"

とう1

第に北上し、 8月頃には北緯

上の程度に差があ

、北緯 20゚ あたりでは雨期は長し

2ヶ月だけの事もある。

6月"・・g月の間に限

い地帯である。

る

より 7月、 8月0)

この2気団の動ぎによって降水量は年によって変動するが双平均された西アフリ

2に示したとおりで等高線の北上によって降水量の減少することがよみとれる。

なおこれらを基に ICRISATで報告した各地の作物の生育日数（年間）を図3に示し

た。即ち、北上するにつれ作物の生育可能日数は減少する。

3. 土壌

この地帯の土壌は大まかに次の5種類に分類する事が出来る。なお、その分布は図4の

通りである。

1) 砂漠土壌 (Desertsoi I) 

2) レス風積土 (Loess): 砂漠の土壌が風で運ばれて来て堆積した土壌。

3) ラテライト性土壌 (Lateritic soi I) : 塩基と娃酸が溶脱し、三二酸化物

(Fe203, A~203, M恥0りが残留した土壌で属に熱帯の赤土と言われている

土壌である。

4) 森林土壌 (Forestsoil) 

5) スワンプ及び沖積土壌 (Swampyand alluvial soi ls) 

なお、土壌図についてはこの他にフランスのORSTOMで相当詳細に調査したものが

るので個々の地屯の土壌についてはそちらを参考にされたい。 （箪者が収集したもの

は全て熱帯農業研究センター資料課で保管している。）

ー-、 10--
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4. 降水量を基にした地帯区分

西アフリカの農業地帯区分で最も重要な要因は降水量である。図2、 し

降水量の分布曲線がそのままこの地帯の植生に反影され、農業地帯の区分となっている。

先ず年降水量 300mm以下の地帯は砂漠又は半砂漠とよばれる地帯である。この半砂漠の南

は降水量 300"-500mmで雨季は2ヶ月以下である。この地帯は雨季 (2ヶ月以下）には草原

となるが直接農耕には不適な地帯で泣草の繁る雨季には遊牧に使われるが、乾季には人影

の見られない地帯である。

プルキナファソで得られた農耕地帯の区分を試みると表 lの通りである。降水量 500"'-'

600mmの地帯は2""'3ヶ月の雨季があって、アカシアその他の面寸乾性喬木のみられる地帯で、

このz,.....,3ヶ月の間にバールミレット、フォニオ、ソルガム、ラッカセイなどが栽培され

る。この地帯の南部は年により 4ヶ月の雨季がある。そのような年にはパールミレット、

ソルガム、ラッカセイなどが豊作となる地帯である。また、遊牧地帯でもある。

サヘルの南はスーダンと呼ばれる地帯で降水量は 600,..,.,1,200mm、雨季は3""-'6ヶ月の地

帯である。この地帯は降水量と雨季の長さによりサヘル寄りスーダン、純スーダン，亜スー

ダンの3つに区分される。サヘル寄りスーダンではサヘルと同じ作物が栽培され、雨季が

若干長いために豊作年が多いが、旱ばつの被害も多い。また、ニジェール川の川沿いには

イネも栽培され｀ここの草原は遊牧民の根拠地となっている。

その南の純スーダンと呼ばれる地帯はサバンナ地帯とも言われる地帯で、かん木と樹木

も多く、大草原が広がり雨季のや、安定した畑作地帯である。この地帯の南部と亜スーダ

ンではトウモロコシの栽培もみられ、ラッカセイ、ササゲ、ワタなどが多く栽培される。

表 1 降水最による地帯区分

地 帯 降水量 乾季月数 雨季月数 優性植生

l • サヘル (SahelianDo● ain) 

1)純サヘル
Pure Sahel i an Sec tor 500,.,. 9-10 2-3 かん木、草或いは大草原

2)サヘル寄りス→ダン
Sahelo-Sudanian Sector 500 ~ 700mm 8-10 2-4 若干樹木を含むかん木の大草原

2. スーダン (Sudanian恥限a,n)

I)サヘル寄りス←ダン
(Sudano.. 泣helian珈 tor) 600 ~ 700mm 8-9 3-4 若干樹木を含むかん木の大草原

2)純スーダン
(Pare Sudanian Sector) 北中南部部 700 ~ 900呵 7-8 4-5 かん木と樹木をもつサパンナ

800 ~L  100皿 6-7 5-6 
3)亜スーダン
(Sub Sudanian Sector) 南北西部部 1.000 ~l. 10DO0mM m 6 6 樹木の密なサパンナ及び森林

l.100 ~1.20匹 6 6 
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5. アフリカの砂漠化

アフリ ラヽ は詳しい資料をもたなし

ハラ砂漠の南下が直接問題になっ

ここに紹介する。図5はセネ

る。横に年等雨量線を示してある，ゞヽ

30年間の平均である。また、点線は 1951'"'-'1980年の 30年間の平均であ

ーし

雨量線においても最近の 30年間は南下していることがうかがえる。

100mmの減少がみられる。西アフリカの年等雨量綿を見るとセネ

ファソ、ニジェールとこの等雨量線は緯度線とほぼ平衡して横に連なっている事が判る。

したがって、セネガルの最近の等雨鼠線の変動を横に延長してみると、これら4

様に降水量が減少しているのではないかと想像することが出来る。やはりサハラ

下しているのだという事を痛感させられた図である。

後述するセネガル北部のセネガル川沿岸の稲作、畑作が増大することによって、年降雨

量 300m叫也点で緑を保ち、この砂漠の南下をどの位止めることが出来るのだろうかと考え

一抹の望みを持ちながらこの地方の開発を願うものである。

IV 訪問各国の概況

2回にわたって訪問した各国の一般概況を表2に示した。 5ケ国共に旧フランス領で

1960年に独立した新興国である。国土面積でみるとそれらの内、セネガル、プルキナファ

ソ及びコーにジボアールは日本の半分から 70,..,_.,80%の国である。ニジェールとマリは広大

な国土面積をもっているが、ニジェールの 2/3、マリの 1/2は砂漠で、農耕面積として考

えれば、それ程の広い面積はもたない国々である。

先述したようにこれらの国々はサヘル、スーダンと呼ばれる半砂漠地帯であるので、農

耕地のほとんどは常に旱ばつの危険にさらされている。人口は 600'"'--'1,000万足らずの国々

であるがそのうち農業人口の占める割合は高く、全て農業国と言えよう。

―-15 -~ 
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(ORS TOM) 

りである。

ヽ
ゾヽ
~
ヽ

~
し

し
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）
 

る.Cl RAD 

に入っ

研究課題は科学的厳正ざを失わないかぎり、その国の開発政第に取り入れ

り上げ、開発に直接役立つ技術に関するものである。

IRADはパリに本部があり、フランス南部のモンペリエに国内研究機関及び国際熱

（暑地）農業資料情報センターをもちぶそれらを通じ

いるも

って常に国内と連携をもちながら対象国の発展に

とおりである。

職員数：

敷

している。関係職員数は次の

1,750人な 内 900人はフランス国内

海外では世界 40ク国に 850人（＋定貝枠外職貝

管理部門 750人

研究部門 1,000人（研究者，技術者，高級技能者）

内訳 植物生理 150人，アグロノミー 170人．作物保護 100人．

水及び土壌 180人，林業 70人，畜産 110人，経済 30人，

利用加工 140人，科学研究補助 50人， 資料情報 40人，

技術開発補助 60人

ー、 25
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.)  ¥ 

・タ

ッ コ：家畜用ワク

アイ：ワタの研究と

：コンケ

L
J
 

2) ORS TOM (Institute e
 

d
 

u~i 

る （し ）と電波探知施設の整備浸

Scientifique pour le 

en Coorperation : 旧 L'Office de La 

ique Outer-Mer) 

ORS'「OMは第3世界諸国の文11二社会及び経済的発展に貢献する

るフランスの公的研究機関である。このためアフリカ、中東、インド洋地域，

ア、太平洋地域の 30以上の国と研究協力を実施している

t 基礎研究、学際研究、共同研究 t 研究を通じ

国の研究者の受け入れ、科学技術情報活動である。

その組織図を図6に示した。その上部機関として国際関係省研究技術省、経済拿財政

ァ

予算省の監督の下に 100%フランスの子算で活動し

轍員数予算は次のとおりである。

職員数：

内訳

1,400 

研究者 700

いる研究所である。

技術噂技能者 500人

管理部門 200

（なお植物関係の研究者は 220人）

予 算 (1985)

内訳

675百万フラン

人件費 470百万フラン

活動費（旅費、研究費） 175百万フラン

施設費（大型研究施設及び建物） 30百万フラン

予算の 95"-'98%は研究技術省及び国際関係省から交付され、

2"--5%は民間などから供与される。

研究分野は地球物理学から社会人類学にわたる 21分野の専門家を集めた8複号分野研究

部（民partment)で構成される。すなわち、

-28、一～



(2) 

(3) 

〉

(5)食橿自給

(6) 

(7) 

(8)自主開発の制御

と理解

管理（エ ）
 

(5)で｀そこ

｀植物改良の生物学的基礎

るわ

研究拠点はバリに本部を置き、国内に4ケ所のほか海外各地に研究所 (Lab.-Jra to i re) 

設けていなそのうち農業関連の研究をしているのは、国内では Bondy(パリ郊外）およ

システム

システムの環境へ

Montpe!lier (地中海沿岸）の研究所である。また、今回調査した西アフリカ 5ケ

中では Dakar(セネガル）及び Adiopodoume(コート ールの Abidjan近郊）

していた。

これらの内 植物分野の研究者は約 220人で内約 20人が Bondyに、約 40人が

11 ier、約 100人がアフリカに、残りの約 60人がその他の海外諸国に駐在しているな

なお、セネガル及びコートジポアールにおける農業関係主要研究課題は次のとおりであ

（セネガル）

1. 土壌図 (1/10万）作成

2 . 土壌塩類 一 塩集積のメカニズム、脱塩技術、植物と塩の関係

3 . 主要河川の水量、水質

4. Panicum属の改良と栽培

5. 窒素固定 ー アゾラ、 Sesbania rostrataの茎りゅう菌、

森林の Frankia

6をラッカセイ、カウピー、 トマトなどのネマトーダ

ー ・29-
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モンベリエのアグロポリス構成機関

GIRAD 農業開発研究国際協カセンター

ENSA 

INRA 

CEMAGREF 

NGREF 

RSTO 

C 『✓ EA 尺(、9

F
 
M八GRO

ンペリエ農業高等学校（大学ブ大学院）

ター
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外←林業学校（大学レベル）
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I FARC (Cl ） 熱帯農業研修所

CNFDCI 国立研修・資料・国際協カセンクー

CNRS 国立科学研究センター

ENSC 国立化学高等学校（化学研究のみ）

IAM モンペリエ地中海農業研究所

IFRE ER  フラ ス海洋開発研究所

SI I A RC 熱帯（暑地）食糧工学研修所

UM I モンペリエ第一大学（法・経・医・薬）

UM II モンペリエ第二大学（理心 ） 

u 田 モンペリエ第三大学（芸術攀文学お 零人間科学）

UD Jミルピニ

2 . セネ

ネガルはアフリカ大陸の最西端に位置しアフリカの玄関といわれている国である。

7にセネガルの行政区界作物栽培、経済地帯、降雨などの慨要を示した。この国の大

半はサパンナ地帯である。降水量で地帯を分けると北部 1/3 は年降水量 400~600mmの遊

牧民地帯である。その南はセネガル中央部の 1/3で年降水量 600"-1,000mmの地帯であり

雨季にパールミレッ 1-.~ノルガム、 トウモロコシ、ラッカセイなどを栽培している地帯で

ある。南部カザマンス地方は年降水量 1,ooo~1, 800mmで、いくつかの河川の流域で海水に

よる塩害を除けば、稲作の多い地帯である。以上のようにセネガルは大きく 3地帯に区分

することが出来る。

セネガルの農業研究は科学技術研究省の下に理事会、科学技術委員会及び管理委貝会を

経て、科学技術総局があり、 6つの研究管理部門で構成する研究部門局と、 11の研究セン

ター或いは研究所で構成する研究場所局がある。それらの組織を図8に示した。またその

分布図を図9に示した。

一...32 --



-
諒
凶
溢
ゎ
)

3 3 



訂.TICHNlじ虞

詞・旱狂冨委艮会

セネ

CO社5ミJ!ふじこよOMIH!STI¼T!O 且

・-・..:34 .. — 

0及心、g.n礼HO'り
ダfl・ゾ沙へテ<7ロ-(:t;:!1衷5只亡ンタ~



＼ ヽ

仁

g
3
 

冷
込
f

も
9

f
9
,
,

＇’9 

~
レ

少

ア9t'‘ ゜つへつỳ ̀y '＼ 
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Saint [,0uis 

してい

この地帯は年降水量

しヽがさ

の

ネ

し、海水の逆流を防い

Saint 11Juis 

とと、セネガル）I

、Diamaに塩止め
ったとこ

Manantaviに 110億トンを貯めるというダムが建設され (1988年完成）たこと、、

の水を利用することが出来るセネガル川流域しよ高い農業ポテノシャル地帯として注目

集めている。ここでは土壌の良いところを選べば稲作、その他畑作物、野菜などの発展の

余地をもつ地帯であるもその点からこの SaintLouis農業研究所の発展は将来性をもっ

いるといえる．

Dぃbelor農業研究センターはセネガルの南部、カサマンス地方の中心 Ziquinchor
外にある研究センターで、稲作、畑作物、野菜などの研究を進めている。カサマンス川沿

岸の農業地帯は下流域と上流域に分けられ、下流は海水の浸入が多く、塩害地帯とし

られ、小さな塩止めのダムを設けて稲作を可能にしている。上流地帯は土壌が肥沃で生産

性が高く、なお、開発の余地を残す地帯である。

生活環境についてみるとホテル住いは、ダカー｝しサンルイ、ジカンショールなどで

は可能性があるように思う。パンペイは研究所内にまずまずと言えるゲストハウスがあっ

、この利用を考えることが現実的な方法であろう。食事はフランス料理を基本に、ベト

ナム料理、中華料理等がみられるので、ホテル、ゲストハウスなどではあまり問題はない。
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3念 ファソ

ファソ と平均年降水量の等量線を図 11

国のほぼ中位する Ouagadougouである。この国は降水量と

ことが出来る。即ち、年降水量 600疇以下の Doriを中心と

の Bodo-Dioulassoを中心とする年降水量 1,

中心とする年降水量 600-------1,000訓の地帯である。

部はラッカセイ、ソルガム及びワタ地帯、南部はイネ、ワタ、

栽培されている農業国である。

キナファソの農業研究機関は下記のように

ンター 5つの研究所の lつとして位置づけ

し

＼る必

所管省： MESS R Ministere de Education superieur et Scienti f ique 

（高等教育科学研究省）

CNR ST Centre Nationale de Recherches Scientifiques et 

Directeur General : Kabore lssaka 

!ogiques 

（国立科学技術研究センター）

-INERA Institut d'Etude et de Recherche Agr col 

（農業研究所）

-IRBET lnstitut Recherches Biologie et ecol e et e 

（熱帯生物生態研究所）

-IRSN 

（薬用植物研究所）

-IRSHS 

（社会経済研究所）

-DOP 

（文献収集・出版所）
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recteur : Dr. chel 

八

ing System 

2 . Water, Soil and Machinery ( 

3. Animal Production 

ほし 総合機械化）

4. Cereals t , Mi! let, Maize) 

5 . 0 i ! seeds and Annual I egumes 

6も !es, Fruits crops (ヤム、キャッサパ、サッマイ

、¥i'

7. Rice (Upland, Lowland, Irrigated) 

8. C.otton 

研究所の所在地も

l . Kamboinse ワガドグの北西 11km 

2 . 1a ＂ の西北西 80k皿
3. Dori ” の北北東 230畑
4. Fader ＂ の東部 30km 
5. Sourou ＂ の北西 230km 

6. Farako-ba II の西南西 370km

恥boから 10km

担当プロ ェクト

170 ha l 

450 ha 2、4

700 ha 3 

1,000 ha 5 

200 ha 6 

（内 50ha Irrigated area) 

600 ha 7、8

6の支所 Nangoloko* 1; 490km 130 ha 

＊：他に Groundnutsの RustResistance 

SHEA -Butter (Butyros peimum Parki i) 

Maiz, Sorghum, Milletを含む

(Bobo - Dloulasso から 130km)

―・40 .... 
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どを加えて分担を明確にし

、I IT Aの研究施設が併設さ

研究内容につt

そ

nseは ICRISAT

いる。

Iぐ:RISAT、 II TAな

る研究を進めている。また、ワガ「グにはフランスのORSTOMの研究施設があり

ORSTOMはワガ rグから 200畑北上した Yatenga地方の農村内に出張所を設け、サバ

ンナにおける農村と農業経営の推移を調査して、農村全体としての改善計画樹立の資料を

しヽる．

この国はほとんどがサパンナであり少ない降水量を有効に利用するため、研究にはす

ばらしいものがあった。この国では当初予定した街中心部の Hote I I ndepe nde neeは西

アフリカ 7ケ国の大統領が集まっての首脳会議が開かれたため予約は取り消されたが、幸

いGIRAD職貝（フランス人）の紹介で郊外にある HotelRicardoに泊まった。これは

さなホテルであるが夫人が使用人を使って経営している。そのため夫人の献立になるフ

ランス料理を楽しみ、比較的安価でエアコン、温水シャワーなども完備していて、良し

テルであった。生活環境としては首都（ワガドグ）とホポジュラッソなどではホテル泊

まりの場合は問題ないように思う。住宅を借り上げる場合は料理人の良い人に当たるかど

うかが大きな問題である。前述したワガ rグの小さなフランス人経営のホテルを使う、或

いはそれに似たフランス糸サーバントをみつければあまり問題ないように思う。

~41 
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ケ し＼ 令そ さ
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4) ＼、クに"'八

11ft 日 し し

R ） 

RZ) 

ワタ＼ (I IlC T 

ター (C T （ ン

ORS「0

t キ IR p ，ヽ ' ¥ 

l念 ：遺伝学℃ 、植物病理学、動物病理学、

広技術開発 ：栽培、加工、貯蔵、調製など

ふ応用研究 ：家畜群管理技術迄土壌改良など

56人（フランス人 9人、コート ール人 22人、チャド人他）

研究部門：（日に区分されている）

①イネ、 トウモロコシ、 ②ミレット¥ソルガム、フォ―

メ類、 ④地下作物 ⑤肉生産 ⑥漁業及び林業

⑧ワタ、絨維作物 ⑨サトウキピ製糖 ⑩生産システム

全体で 32研究計画冷 87研究課題が実施されている。

—- 44 --

（イネ科穀類）、その他

⑦牧草及び有機農業

⑪新エネ



ぃ0 '; て (0只S丁OM) 1 

Ad 

研 アイボリアン）

ート部門 ： 280人

年間予算：約5億円 (100%フランス予算）

（ただし、フランス人の給与、宿舎費、フラン

研究分野：

(1)自然環境の把握、自然的、伝統的資源の管理と開発計画の策定のため、

まない

土壌•水・植物・気象•それらの相互関係の作用とのうごき

{ 2)環境の開発

ー作物の遺伝学的改良

ー各種栽培システムの農学的制約と収量増大要因の研究

ー作物保護

植物遺伝学、パイオテクノロジ一、植物生理学、植物病理学、

植物ウイルス学、昆虫学、線虫学

(3)人間の健康（略）

ORSTOMは農業のみならず医学的基礎研究も行っているが、コートジポアールの

Adiopodoumeにある研究所は農業専門の研究所であり、イネから一般畑作物まで、乾燥地

帯から湿潤地帯まで考えて幅広く、基礎から応用までの研究を系統的に行っている研究所

である。

なお、この国内におけるCIRAD研究員はプルキナファソ自体の研究所の中で、所長、

主要研究員などとして活発な研究をつづけている。

生活環境についてみると、首都アピジャンには立派なホテルがいくつかあるほか、市の

中心部には値段が手頃で、日本大使館、コートジポアール官公所、商店街などに近い便利

なホテルがある。また、住宅は高価であるが、住むために十分なものが多い。プアケはア

ビジャンと比べ住宅は安いしホテルも十分なものがある。

----45~--
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(IPDR). 
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勺
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,
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〈ONERSOL)

(EC 

アフ リカ←地域：サヘル研究所 (CILSS).農業気象水利センター

(CILSS)、CRST/CPI (OUA)、CEAO、CAA

国際機関： CI HAD CRDI. IBP 

CGIAR(I ITA、 ICRISAT、WARDA)

SAFGRAD 

: USAID、 FAC、 FAO/UNDP

技術協カアラプ基金、アメリカ平和部隊、日本青年協力隊、

オランダ・ポランティア

INRANの組織を図 12及ひ図 13に、また、その分布を図 14に示した。

また、 INRANの職員数 (1986)と予算 (1985)は次のとおりである。

職員数：

研究者 25人

技術者 66人

その他職員

外国研究者

425人

33人 （アメリカ 16、 フランス 5、 オランダ 4、

日本 4、 アラビア 2、TROPSOIL2) 
計 549人

予算：

534,450千CFA F 人件費 385,795 (72%) 

事業費 148,655 (28%) 

..... 48-
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INR N (DRA) 

l〉 ンター (CNRA de Tama) 

ニシェールのはば中央南部にあり（ニア

そ らなる。

し、、ミレット、ソル ウピー、フッ

)、 270

モロコ

ネギな

2) 試験支場試験地

農業研究センター

験場（

とし

ィ、タマネギ、 トマト、オクラ、 トウ

り扱っている。なお、乾季にはミレット、ソルガム、ラッカセイ、タマ

市試験を行っている。

-b ，
 

n
 。
,
I
 

ような試験場、

しヽるな

) ： Kolo、

試験地な り、中央と

試験支場 (Sous-station、3ケ所）： Oual Ian、Gabougoura、Diffa

(Point 

ニアメイ

イネ

USAID、

＜
 

appu1、 5

試験田が数ケ所ある

) : Lossa、Kai

る試験場は Ko

こ

7 
,;,) 0 

Bonkoukou、TiI labery, 

、Konni、Chikal、Magaria、

ミレット、ソ

さわている。

と連絡をとっ

(DH 

りらこ
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いる）し、また、

いる。また、 CNRA
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てヽみると、

4‘5 

と

✓---z !令-- ヌゞ 0 

ニシ,~ ールの譴杏な路わって次へ籾る 七J、

（ 

ところ、 しかのつい，0

メ rャズ
ご

Ha!adou 

ニジェールの農業にはいろいろの問題があ まで欧州、

いる。大規模農業もよいが、小農民の生産力拡大が大き となっているe

に日本のいままでの経験をこのアフリカで活用してほしい。病虫害防除、新品種の育成、

実験設備及び機器の抗充、 アジア的な方法で進めてほしいと思ってい

る。すなわぢ日本の農業研究をアフリカヘもってきてほしい。日本は今まで大変立派な

経験をもっているのでそれをアフリカで生かしてほしい農村・農民に貢献する研究を

希望する紅

fi2 -



ス3 る

な稲作

と結びつく有畜利用農業（｛隻・肉利用家畜）

以上のように日本との協力を希望する。

INRANの DirecteurGenera.! の話

この国は農業を基本に発展しなければならないと思っている。作物としてはミレット

（主食）が最も重要な作物である。他方、ラソカセイも政策的に重要な作物である。ラ

ッカセイは商品作物として販売にあたって税金がかけられるので作付面積を減少したが、

輸出作物として政策的に重要であるから増産しなくてはならない。また匁ニエペも商品作

物として重要であり、ラッカセイの減少分だけ増加している。

農業研究はこの国だけではできない是非日本から直接ニジェールヘ協力してほしいと

いる。特に

・土壌改良 (pHが低すぎる）

，土壌肥沃度の増大

・気象問題（雨をいかに利用するか）

・環境管理をどうするか、

，林業と畜産を含んだアグロフォレストリーの発展

どである。

現在進行中の研究は全て重理であるが、来年は特に作物育種とファーミングシステムに

重点をおこうと思っている。

6合マリ

マリは東経 4゚ ～西経 12゚ 、北緯 10,..,._25゚ の間に広がる内陸国で、明瞭な国境はない

、北はサハラ砂漠でアルジェリアに接し、西はモーリタニア、セネガル及びギネア、南

はコート ール、プルキナファソ、東はニジェールなど7ケ国と国境を接している。

-:'i3 -
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I ER (l tut Economie le)農村経済研究所の本部はバマコに

ステム研究部、

。ま·~、

も

パマコにある。

リ る 5ヽ
 

令`

i し

15 マリの農村経済研究所の組織

lnsti tute d'Economie Rurale (!ER) 

食用油料作物課

ワタ・ジュート課

タバコ・新作物課

種子管理諌

C!LS.Sブロジェク lヽ

iCRlSATプロジェク t

SAFGRADプロジェクト

1) 農業研究部

農業研究部は最大の部で、食用・油料作物課、ワタ・ジュート課、果樹亭野菜課、タパ

コ等新作物課、種子管理課て構成され、パマコにあるが、実際の研究は各地の試験場や試

験地で実施されている。

食用・油料作物課は、この部最大の課で、実際の研究は次の5試験場と 8試験地で実施

されている。

安試験場 (Station、5ケ所）

Sotuba (パマコから 7 km) ; 面積 30ha、無かんがい、作物

- 56 -



1 ()'(・ フコかい 41

じinzana (バマコから 280km)

Dire (バマコから

（パマコから

(Point d'Appu i, 8 

積面
0

唸
ぷ

）

）

 
、
;
／
L

Samanko、 Kati Ki ta、 Si

iepe、Berna、Massantola

，油料作物課で取り扱ってい り＂ ヌ心さ。

パールミレット，ソルガム、 トウモロコシ イネをラ

ダイズゴマ、バンバラ豆、コムギ、フォニオ(Digitariaexi!is)、

ニエベ (Vignaungugutata)など。

また食用・油料作物課は次の5単位で構成さ 5試験場、 8

施している。

育 種：パールミレット.'ノルガム・ i・ ウモロコシ＂フォニオのニエベ臀

油料作物など (Sotuba 及び Cinzana) 

稲育種：イネ (Kogoni)、浮稲・深水稲 (Mopti)、コムギとイネ (Dire) 

栽 培：全作物・土壌図作成・土壌分析 (5試験場）

作物保護：病虫害・雑草防除（全試験場、試験地へ出張）

地域適応性：全作物の地域適応性検定（全試験場、試験地）

・職員数：

マ リ 人；研究者 50人技術者 60人、圃場観察員

事務員及び労慟者 115人

外国人研究員；オランダ l人（土壌分析）、

プルキナファソ 1人（害虫ーFAO)、

インド 2人（栽培ー ICRISAT、病害ー FAO)、

フランス 2人（栽培ーCIRAD .. 病害ー GIRAD代表）

--57 -



中
心
郡
市

A
 
S
t
a
t
 i
on
の
あ
る
市
•
町

／
、
、

X
 
S
e
l
i
n
g
u
e
ダ
ム

‘‘ 
・ヘ
。
J

/
 
っヽ、
（
 

5
8
 

J
 
I
 

I
 

図
16

B
A
M
A
K
O
・
'
I
 
,・ 
(__ 

9
A
 

E
R
の
研
究
施
設
所
在
地

.
/
 

,,
;-

’
 ,
 
し

／
 

I
 
I
 

｝
 

）
 

名

＼
［
 

＇ヽ
こ

r
e
 

'
,
,
 ダ
-
-
,
A
.
5
 
'. 
,,
-'
 

＼
 

• 一
•

.
-
へ

2.
 
K
o
g
o
n
 i
 (
イ
ネ
そ

ふ
じ
1
n
z
a
n
a

4
斉
M
o
p
t
i
 (
 
包
ィ
ネ
〉

5.
 
D
i
r
e
 
(
コ
ム

6. 
T
a
r
l
a
 
(
ワ
タ
笠
ケ
ナ
フ
）

7,
 
B
a
m
a
k
o
 
(
 

8.
 
T
i
e
r
o
u
a
l
a
 
シ
ス
プ
ム
〉

9. 
i
 (
 



ジェク|

(1) I P プロ ェクト

じSAI 及び IL S S (1 3月ま ） し . Sotuba 

ま り ~) I ¼\ 

る。

(2}普及前プロ ェクト

八FGRADで全畑作物について一般農地で現地試験を行っている。 1人のマ

リ人 (SAFGRAD職貝）が現地の普及貝を指導して農村現地試験を行ってい

る

(3) ICRISA丁

てい

ェタト

リの研究組織と して、パールミレットとソルガムについての育種及びパール

ミレソト、ソルガム、一 ど他作物を含めて栽培研究を行っている。

(4) Cinzana wnフロジェクト

1983年7月から ICH I SAT. USA ID、Cibageigy Co. で資金を出し、マリ

の IERで新しい研究所を作った。ここの所長はパールミレットの全国組織のコー

ィネーターで育種を担当し、酎病性、耐旱性をもつ在来種の改良に主力をおし

いる。圃場は平坦な台地と平地をもち、かんがい施設もあるので、乾季の実験にも

支障ない。なお、栽培担当者はアメリカで敦育を愛け、所長とともにこの国で一番

活動している研究者のように見受けられた。

ワタ・ジュート課

Sikasso北方にある N'Tarla試験場でフランス (CIRAD)の協力のもとに、主と

してワタに関するほとんどすぺての試験研究を行っている、。また、この試験場は

① Kolombada (Fana)、② Koula (San)、③ Ke i bi I a (Bougoun i)の3試験地をもち、

現地適応試験も行っており良く活動していた。

2) 生産システム研究部

事務所をパマコにもつが、活動の中心は Sikassoにある。この部はUSAID及びオラ

--!")9 
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そ

類とマメの栽培試験）がある。

仁，
i

り

ェクトとしてOMVS(セネ

リの畜産関係研究機関

□ 81年に地域開発省が農業省と天然資源牧畜省に分かわた事は前述のとおりてある。
れに伴って、 IERの内部にあった畜産・林業・淡水生物関係の研究部門は独立して IN

RZF H (Institut National de la Recherche 

biologique)となった。

INRZFHの職員数と予算は次のとおりである。

職員数： 333人

研究者： 72人（農学 14人、畜産学 14人℃獣医学 6人、

1que 

ま つ

tiere et 

：穀

生物学 19人、化学 2人）

研究補助員； 48人

技能者： 35人

総務関係； 178人

予 算： 410,053,000マリ貸フラン

（当時のレート換算：約 1億6千万円）

その組織と研究内容、研究施設の所在地を図 17,図 18に示し

INRZFHは本部を Sotubaにおき、次の3部からなっている唸

(1)総務部 (DivisionAdministrative et Financiere) 

(2)畜産研究部 (Division de I a Recherche Zoo teen i que : DR Z) 

飼料作物課 (SectionAgropastrale) 

家畜育種課 (SectionAmelioration Genetique) 

.... 60 
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(Sectiこ)!; 八Ii飼 ntation-Nutrition〉

、
\
'
~
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(Division de la Recherche Forestiere et 
. . . 
lOlOgいw巳

tion Ecologie et 

I !es) 

林業技術課 (SectionTecnologie du Bois) 

・漁業 s 養魚課 (SectionHydrobiologie, 

動物相（野性動物）課 (SectionFaune -Wi Id animal 

実際の研究は次の8 Sectionで実施され、訪問したのはそのう

Pisciculture 

の (2)と(4)

(l)畜産研究センター (Centrede Recherche ique de Sotaba: CR  Z) 

(2)サヘル畜産試験場 (Stationd'Elevage et de Recherche Z心otecn1quedu 

Sahel/Niono: SER Z/ S) 

ここではモーリタニア原産の Zebumaure種（赤茶種）およびマリ原産の

（白～白黒種）を取り上げている。この2種は耐暑性をもち、

統を交じえないで、牛乳と肉の生産を目標に優良種雄牛、種母牛を選抜し

るので

l l 

は Nionoの Section (400ha)、雨季には 15km離れた放牧場 (12,000ha)

還抜を行い、優良種雄牛を農家に預けてマリにおける Zebu牛の改良

他方、これらの草地を使って Sahelにおける優良草種再生のための研究も1Tつ

いる。乾季に

って個体

いる。

いる。

(3) トロンケ畜産試験場 (Sectiond'Elevage et de Recherche Zootecnique 

du Toronke a Kayes : SER Z/T) 

(4)飼料作物試験場 (Stationde Recherche et d'Essais Fourragers 

: SREF/MN) 

ここでは遊牧牛を対象にモプティスワンプにおける乾季のノビエの生産（浮稲周辺地）

のための計画をもっている。研究貝、補助貝も何人かいるが、運営資金がないため

は実施されていない。この地方は乾季にも水があってノピエがよく伸び、乾季の家畜の飼

料となっていたが、骰近降雨量が少なくなり乾季に水不足のため耐旱性をもつノピエ

導入して草地の再生をはかりたいとのことであった。
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Au toch tones a Kati :SR E 

(Station de sur !es Plantation 1eres 

I) 〈nearNiono) 

(7 ,, i-'-/ ンタ--(Centre de e des de Savant 

a : CTBS) 

(8) ir<e d ' ie de : LHM) 

）
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リ

（
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c
し

も

USAID、

ただし℃

し

フランス、
•~ 

をつ
.、
,, 

)。

いる。

ているところ (Cinzana

n--~7 月頃から月給も

ェクトは本年3月WARDAが引き

していた。 1PMプロジェクト

って活発に動いていたが、明年4月からはUSAID

これも早晩活動が停止する様子である。

9

してし

之）

3月ま

ち

OMVSで進めている稲作普及プロジェクト (Sa訳

助か止まりも活動が停止している。

(2)研究活動

研究職貝の給与が停止しまた通勤手当もなく｀一部の研究貝は活動を停止している。

る）は外国か

ように主要な問題は も二にも予算であるという

-64 -



IE Di recteur ! (Mamadou Traore ist 

日本の農業発展を日頃高く評価していなどの分野でもよい、他の外国の機関を通さずも

直接日本からの協力を望人でいる。私としては土壌改良穀物の肥培管理など,_、

興味をもっている。日本の進んだ農業研究を見たい、また、熱研で招待してほしい。

なおこの所長は私共のマリ調査期間中 中国からの招待で中国を訪問していた

初には会えなかった。マリでの最終日に，帰国直後であったが、表敬訪問に応じてく

生活環境について見ると、首都パマコ及びニジェール川沿のモプチには良いホ

る。他の街にもエアコンの付いたホテルは若干あったが、清潔の点からは長く住める

しヽ。
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・

ヤ

ら技術開発まで幅広い海外援助を行っている。例えば

ぐれた品種の育成に成功すると、それを増殖

るCIRADの研究所へ送り、先進国としての

-) 

k

つ

る。独

っていた研究所はそ

く未だに整備中というところが多い臼

コート

"") りと

いう現状で活発な活動として目についたのはフランスのCIRADから専門家が派遣さ

いるところといった方が早い位である。例えばボボジュラッソに近い Farako-

目についたのはCIRADの専門家が作った貯水地の水を使っての畑作物疇野菜の育種。

栽培研究であった。また、首都ワガトグに近い Kamboinse研究所では ICRISA丁と

I IT Aの共同研究、 Saria研究所ではCIRADのプルキナファソ代表が取扱っている

ヽ施肥、土壌侵食、降雨の有効利用法の開発などの研究である。半面、ラッカセイ

の研究は研究場所は決まっているが、プルキナファソの責任者はまだ， Ka田boinseで机上

の仕事をしているだけであった。

ニジェールではニアメイに近いコロに INRANの試験場があって多くの研究者はこ

こに居るが圃場が狭く、活力を欠いているように見えた。しかし Marad i (JJ近くにある

CNRAは3'"'"'4ヶ月の雨季を有効に使ってサヘルの作物の代表とも言えるパールミレッ
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ト、ソルガム、ニ

所長を始め、ニンエー

し

どの育種・栽培に正面から立ち向い、

身の手で現地のアイデアを生かしてよりよし

ニシェール川沿いの Tillaberyで実施さ

くこ稲作の適地は少ないようでニンエー

ら

レそ'’

ようである。

マリでは首都 Bamakoに近い Sotoubaに畑作食用作物の研究所があり、

機関はここに集中していた。しかし畑作食用作物についてはマリ

る Cinzanaに新しい研究所を持ち、組織は未だ小さいが所長、

、アイデアを生かした研究が進められていた。稲作に関す

いたがまだ浮稲については Moptiの元WARDAの研究所があるか、運営費不足とい

う事で活発さを欠いてい↑こなお、サヘル地帯では遊牧は無視できないので，ヨ・-・ロッパ

その他から種牛を入れて牛の改良が進められていたが、ニオノ

在来種の中から現地に通し、しかも成育旺盛な糸統を選出し

いる。このような環境の中での牛の改良として着目してよし

、西アフリカ 5ケ国の農業研究について概述してき

これらの地方の農業開発方向は同じサヘルといえどもいく

らを列挙し報告の結びとしたい。

l . 年降水量 300mm以下の地帯にあっては雨季の草地を改良し、

のような地帯にあってもセネガル北部のようにセネガル）l

かんがい水によって、土壌が良ければ旱天下で各種の作物、

考えられる。

ら'

r
っ

とする。またこ

る地帯では

｀果樹な

2. 年降水量 400"-600rnm地帯で雨季が3"'-'4ヶ月の地帯では年一回(J)畑作物栽培が考えら

れ、この場合には降水量の年変動を考慮に入れて耐旱性作物の育種と共に降った水を

いかにして圃場にとどめておくかが重要な技術である。また、土壌が悪く表面流去の

多い荒野ではその水を可及的に多く集めて湖を作り、土壌の良いとこりへ凹し

の安定生産に寄与することが重要である。
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3. 年降水量 700mm以上の地方にあっては、雨季の長さに問題が残るが、西アフリカのこ

のような地帯の多くは4'--5ヶ月の雨季となるので裟作物の耐旱性を考慮に入れなく

ても良くなる地帯である。しかし、コートジボアールの北部は 100~1,000皿の降雨を

もつが、年中月当たり 50~,-100皿nの降水量で分散して降雨のある地帯である。

ここでは一般畑作物の栽培が困難である。このような地帯は耐旱性牧草は一年中繁

茂するのですぐれた放牧地となり得る。なお、このような地帯でも河を堰止めて、

さな湖或いは池を作ることによりかんがい農業を計画することが出来る。

4. セネガル南部のように 1,000皿m以上の降雨のある地帯ではラ)カセイ、ワタ、イネそ

の他の畑作物の栽培が可能である。しかし t ンカンショール川は凋水の逆流か多い。

このような塩害地帯では塩止めの る,.s ンショ 0ール）I

面に塩止めしなくてもその支流の 1つlつに小さな塩止めの堰を作ることにより農

地を塩害から守ることが出来る。このようなところでは塩止め堰の完成後冷その上流

は雨季に淡水を使って洗い流しながら稲作から始める必要がある。
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●

 
ンター (CI R!ヽ¥D) 

CIRAD Headquarters 

rue 
，
 

s
 

,`，̀“ 

lex : 620871 IN印ANCA PARIS 

茶 Dr.Henry Herve BICHA1―・; Directeur General ClRAD 

・Dr. Bernard A. SIMON; 

・Dr含 Bernard BACHELOER; 

姶 Dr . J a c q u e s B E RT R A N D ; Officer in 
¢ 心

T inane mg agencies 

(3月5日］

● 油脂。 l、RHO:CIHAD

ona l Di rec teur Asia 

I Di recteur for ique 

of relation with 

）ヽ

ters 

11き '. 免，116 Paris, 

25 

Telex: 630491 !RHO PARIS 

・Dr. Jean FANGUIN;Directeurde !a Divis 

lnsti tut de Recherche 

et Oleagineux(!RHO) 

U I D A RT ; 0 i l pa Im 疇 Dr.Willy

logie 

Les Hui les 

・Dr尋 Gu y B E NA R D ; Coconut 

・Drや And r e BOCK EL EE--・MORVA N ; Ground nut and 

Animal oil crops 

・Dr.FANG IN ;Oil Technology 

● 執帯農業食用作物研究所 (IRAT:CIRADの一研究部）

!RAT Headquarters 

45,bis,Avenue de la Belle Gabrielle 

94130 Nogen t-sur-Marne, f沢ANCE

Phone : (1) 4876 12 33 

Telex: 231464F 
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・Dr.Claude CHARREAU ;Directeur !RAT (Institute de 

Recherches Agronom i que Tropicals et 

des Cultures Vivrieres) 

・Dr. G. ROUANE丁； Chief du Programme Maiz-B!e-Orge(lRAT)Charge de 

Mission 

[3月6日］

● フランス コーヒー・カカオ・嗜好作物研究所 (IRCC)本部

!RCC Headquarters 

42,rue Scheffer 75116 Paris, FRANCE 

Phone: 47043215 

(, ・D r . B e l i n ; Di rec teu r of JRCC) 

・Mr. J a c q u es DEUS S ; Adjoint au Directeur(Coffee) 

・Mme. J . COLL OT ; Head Documantation Department (通訳）

・Mr. Jean-・-Loui s CAMINADE;AdjointauDirecteur lRCC 

・Mr. SIMON 

【3月7日】

● フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM)本部

ORSTOM Headquarters 

213 rue la Fayette 75480 Paris cedex 10 FRANCE 

Phone : (1) 48 03 77 77 

・D r. P i e r r e LAV AU ; Counsei l ler Mai tre a la cour des Comptes 

President(ORSTOM) 

・M. P. ROEDERER;Adviser for the Directeur 

令 Mme. Suzanne COLLET ;Adviser for the Directeur(Asia) 

・M. LEBLANC; Genetist (本部と Bondy)

・M. Georges COTY; Responsible for African warkers 

● 0 R S T OM Bondy研究センター

ORSTOM Centre de Bondy 

70-77 route ct'Aulnay 93140 Bondy, FRANCE 

Phone ; 48 47 31 95 

・M. R i e u ; Di recteur Bondy (Pedologie) 

・M. A. Ra v i s e; lnspecteur General Laboratoi re de Phytopatholosie 

[ 3月8日】

● パリ → モンペリエ

・Dr. Mich e 1 DOLLET; !RHO Senior Virologist (出迎え）
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(3月9日】

● モンペリエ郊外農村視察

・Dr. R. HUER; Directeur CIRAD (視察案内）

(3月10日】

● CI RADモンペリエセンター

CIRAD Montpel I ier 

Avenue du Val de Monterrand B.P.5035 

34032 Montpel lier Cedex FRANCE 

象 Dr.R. HU ET; Directeur CIRAD 

・Mme. MAL I ; (案内）

・Mme.A. BORNALET; (葉分析研究室主任）

・M. P. FA U AV I ER; (土壌分析室）

・Dr. Marc Philippe CANON; (組脚音養研究室）

・Dr. D. BORDAT;CropProtectionClRAD(全体の昆虫の分類同定）

・Mme. BOD ART ; Bi bl ioteque CIRAD Centre de Recherches (図書資料科）

B.P.5035, 34032, Montpelier Cedex FRANCE 

・Dr。 DO L L E T ; !RHO Vi ro I og i e 

・Dr. Peros P. BAUD IN; !RAT Virologist Sugarcane Virus 

・D r . Ro b e r t OCHS ; Di recteur Agronomy on the Oi I palm and 

Coconut 

(3月1l日］

● CI RADモンペリエセンター研究部

D.S.A. 

・M. Re n e TOUR TE ; Di recteur du Department Syste阻S

Agrai res-CIRAD 

・M.JOUVE 

・M. TOUR TE ; !RAT-Agronomy Department 

JRCC 

・M. STE SSE LS, （他に化学分析の人数人）

IRCT 

・M. J e an BOUR ELY ; Laboratoi re de Chi Mie des Pl antes 

Textiles 

・M. Tustin GUTKNECHT; Cotton Breeder-lRCT-CIRAD 

● フランス開発協力科学研究所モンペリエ研究センター (ORSTOM) 

ORSTOM 
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191, route de Mende 34060 

11 ier Cedex FRANCE 
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✓ ^［日， 

モンペリエアグロポリス
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＄
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、）

、）

(・M. RAYNAUD) 

(・M. GRIENAC) 

・M多 C日ERY Jacqui s: Barly Breeder !NRA 

・Mふ WERY J a c q u nos; Chick pea Agronomy !NRA 

ンペリエセ

de 

lier 

怜 Dr. A. R. CONES A ; Di rec 

--(INHA) 

1er 

of Montpe! ier 

・Mr. Jo c pus BARBO ER; Rice Breeder !NRA 

.BARBIビR J e an Na r e ; Rice Agronomy !NRA 

・ 国立農業機栂｛ビ農業土木ヮド森林研究センター (CEMAGRビF)

ぐ:EMAGREF

i¥venue du Val de Montferrand 

B令P.5095,

r. Andr 

I lier Cedex 

GE IしY;

(・M. CHA BAS; Directeur l) 

♦ 

1 全 BARBE; Chief of farm Machinery 

（大学レペル） (ENGREF) 

ENGREF 

Avenue du Val de Montferrand 

B.P.5093,.34033 Montpel I ier Cedex四ANCE

・Mr. J e a n BEDE L ; Chief of Department !GR阿

・Mr. OENAいしT: Water Manage田ent

● フランス開発協力科学研究所モンペリエ研究センタ・ー (ORSTOM) 

ORSTOM 

91,Route de Mende 34060 Montpel lier Cedex i喰ANCE

愈 Dr念 Ja c qi es CLA I DE; Chief de la Mission ORSTOM a 

Montpellier ORSTOM (IAMM) 

・Mrや Pierre MILLEVILLC a : Agrornom ls t 
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を Mr.Michel GROU Z IS; Econornist-Botanis 

(3月l;3日］

・ 国立熱帯農業研究センター (CNERCJ

CNERC 

lette,B., 心

Montpellier Cedex FRANCE 

・Mr. Lucien LAMARQUE;Chiefof 

● FORMAGRO Misson d'orientation 

・Mr. Guy CATRIX 

● CI RAD Service Formation Recherche 

・Mr. Marc DAESCHNER 

(・Mr. Jacqies DUBERNARD) 

♦ CIRAD 

。Dr.H. HUE T ; Di recteur C!RAD 

[3月l5日】

● セネガル農業研究所 (ISRA)本部

!SRA 

Institut Senegalaia de Recherches 

Agricoles B.P.3120 Dakar, SENEGAL 

(・M r . Ma d i k e N I ANG ; Di recteur General) 

course 

（ セネガル ） 

・Mr. DUMAS Fe au rn au l ; UPE/Directeur for planning !SRA 

・Mr. Poet hie r GUY; Directeur GIRAD in Senegal 

● 在ダカール日本大使館

・大須賀農務官

● J I CA リシャルトールプロジェクト

・林健一、望月、明田大野各専門家

(3月l7日】

● セネガル農業研究所サンルイ農業研究センター

ISRA 

Saint-Louis, SENEGAL 

・Mr. J e an Y v e s J AM I N ; CIRAD Agronomist 

（疇 Mr.CAMARA); (Pedo!ogie)lSRA-lRAT Directeur of Reasional Directeur 

of Senegal river for !SRA 
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r 3月l8日
. )ゞ ンペイ ター (ISR八 N 

!SRA CNRA 

Centre National de 

iques B」>.51

r. Luc e CLAUDE ; !RAT Sorghum CIRAD/l 

r. Nd i a g a C I SSE ; Niebe Breeder 

r . MONT RE U I L ; Groundnut Breeder IRHO/l SRA 

・Mr. Am a d do n e F OF AN A ; Mil leT Breeder CNRA 

碁 Mr.Mou s t a p ha N I ANG ; Department Documentation 

● セネガル農業研究所本部

B.P.3120 Dakar, 

r . Ma d i c k e N l ANG ; Di recteur General ISRA 

・Mr. DUMAS ; Feau皿au!UPE/Directeur for planning 

【3月lg日］

● ORSTOM .. Senagal 

B.P.1386 Dakar券 SENEGAL

・M r . B e r n a r d D A L M A Y R A C ; Di rec teu r ORSTOM in Dakar 

[3月20日］

● ジカンショール農業研究センター

ISRA 

Sentre de Recherches Rizicoles de Djibelor 

B.P.34 Ziguinchor, SENEGAL 

(・D r . A l p h o n s e F R Y E) ; Di rec teu r 

・Dr謬 Samb a SALL ; Agro-Economist当日の ActingDirecteur 

・Mrs. Badi aw ANINATE;Soil Scientist 

・Mr. Mabey a SYLLA; Soil Scientist 

・Mr袋 Mama do u LO ; Agronomist (圃場案内午後農村案内）

[ 3月2l日】

● 在ダカール日本大使館

・大須賀農務官

【3月24日］

♦ CIRAD 

! egue du C IRAD au ina Faso 
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・Dr. K (へ)u 

INERA 

P.B念7192Ouagadougou, BURKINA FASO 

e
 

t} 

(INEHA) 

1 GNISSA; logist 

・D r . S e d o g o M I C H E L ; Di rec teu r I NERA 

・Dr. Boss o NI GUE TT A; Counsel I !er Technique du Directeur 

（通訳）

・D r . 0 u a 1 i F I R W I S ; Econ om is t Tr i ea l 

・Dr硲 Kouate Isai 

[ 3月25日］

● ORS丁OMワガトグ事務所

ORSTOM 

B」P.182Ouagadougou, BURKINA FASO 

GNISSA; t
 
s
 

.
l
 

・D r . J e a n -C l a u d e G A UT U N ; Di recteur ORSTOM IN 

Burkina Faso 

魯 Mr . J O V E N ; Eco I og is t 

r . L AM A C H E R E ; Hydro I ogue 

・M r . MER S AD I E R G i l 1 e s ; Geographud 

【3月26日】

● プルキナファソ綿プロジェクト

恥bo--dioulasso,BURKINA FASO 

・M. BELEM Celestin; Head Cotton Program(Agro Economist) 

逢 M.T O E A d a rn a ; Cot ton En tomo I og i st 

・M. SANFO Denis; Cotton Selectionneur 

・M. DA KOU O De ho u ; Cotton Agronomist 

・M. B E R G E R M i c h e l ; Cot ton Ag ronom i st 

● ファラクパ試験場 INERA 

koba Station of INERA 

恥bo・dioulasso吟 BURKINA FASO 

(・M r . N E B I E B a i l l y ; Chief Station) 

嗚 Mr. D'ARON DEL de Hay e s J o u g n ; Chief de 

de Fara Koba Station of !NERA 
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月27日］

・ カンポインセ試験場 INERA

!CRlSAT 

B.P.476 Kamboinse, BURKINA 

Phone: 

r嘘 Is s a DRAB O ; Chief de Station de RecherぐhesAgrono田iques

de Kamboinse 

・Dr. DJ JG MA Al be r t ; Program leader for Peanut,Soybean, 

Sesame, Cowpea,(Fader Stationへ）

ICRISAT Station Experimente Kamboinse 

B.P.4881 Ouagadougu, BURKINA FASO 

・Dr念 Pe t e r J . MA T L O N ; Economist 

l lTA/SAFGRAD 

l:LP .1495 or 178:i Ouagadougou, BURKINA FASO 

・D r. Ma r i o ROD R I GUE Z ; Agronomist Chief of group l lTA 

(3月28日】

● サリア試験場

SARJA Station 

Saria, BURKINA FASO 

. NI C OU 

in Ouagadougou 

・Mr. Leo po 1 d SOME ; Chief de Station de SARIA de INERA 

念 Mr.OVA TTORA Bad ion i ; Soil Water Management 

(・Mr. OUALI Fi rm 1 n ; Chief of Animal production programJ 

・Mr. AN QUE T I L Bo r o i t ; Chief of Animal production program 

【3月29日】

・小松氏（出迎え）

[3月3l日】

● 在アピジャン日本大1肘崩

・畝 伊智郎；二等書記官（経済協カ・技術協力担当）

● コートジポアール研究・科学・教育省

Mini stere de I Education Nationale et 
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de la Recherche Scientifique 

Tour B-Cite Administrative 

B葦P.V令151Abidjan, COTE D'IVO!RE 

r . K O U AM  E A 1 b e r t o ; Di rec teu r int de 

・Mr. S I E Ko f f ; Chereheur a e'ORST国(Histor ie) 

tment 

寄 Mr.CO UL l BAL Y Ya ya ; Yai tre-Assistant a la Facu! te des 

● 林業研究所 (CTFT)

CTFf 

l飢 AvenueJ Mermoz 08 

B.P.33 Abidjan, 08 COTE D'IVOIRE 

Sciences et Techni 

・Dr. Di abate KAMS RON; Directeur de Centre 

Tropical 

V E RH A E G E N D a n i e l ; Amerio lat ion 

・M. DUPUY Bern a rd; Sylviculture 

奪 M.TH IE L J e an ; Technolog1e 

・M. MALLET B l r a and ; Protection Rescisement 

・M. KANG A Ho u s s on : Protection Rescisement 

N'GUESSAN Anetole;Sylviculture 

[4月2日】

● 油料作物研究所 (IR H O) (Lame及び MarcDelorme) 

IRHO-CIRAD 

01 Abidjan, B.P.1001, COTE D'IVOIRE 

Phone: 32-95-10 

22-33-03 

魯 M.Christi an BERCHOUX; Directeur 

・M. Brou KOUAME;DirecteurAdjoint(lame) 

・M. J ACQUEMARD; Directeur Scientifique 

・M. Leg i er ; Genetician(Chief the Section) 

・M. Q ENCE Z. P ; (Agronomy) Agro-genist 

。M.REY ; (Agronomy) Agrかpedorogist

・M. DUB O S ; (Agronomy) Agro-Tri al Swanpy area 

・M. BAL LO Koff i ; (Agronomy) Agrか pedorogist

。M.DURAND; (Tissue Culture) Gasse!in 

・M. R O N E P h i l i p p e ; (En tomo rogy) 
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lRHO-C!RAD 

07 B.P.13 Abidjan, 07 COTED'lVOIRE 

参 Dr. Gab r i e l d e TAFF l N ; Di recteur Station de Recherches 

sur la Cocotier de Marc Delor田e({八）

SAGAR; 伽 tyDi rccteur !RHO (E怠い）

L e s s a i e n t ; Coconut Breeder (仏）

・!¥IL Po rm i e ; Agronomist (仏）

1 l ; Ent田orog1st(i. D) Fa 1 b . 

[ 4月3日】

● 熱帯果樹研究所 (lRFT) ( 

lRFA at 

01 B.P疇1740Abid.ian, 0 

Phone: 32-1 

lex:23 220 

RE 

・Dr. Jean Paul MEYER•r,·' , A recteur Section de Cote d !vo1 re 

lRFA/ClRAD 

・D r. SEN Y D. Ge r a r d ; Docteur lngenieur Agronome Coordinateur 

des Progro de Recherche sur la Banana, l 

r s . MA RT I N J e a n n e d'An c ; Ho rt i cul 

RFA (Anguededou)パイン

J a c o e v i c he ; Agronomist Recherche Coordinateur 

・M. Mal e z I e 1 x ; Ne田atolog1st

・M. 0 s s e n i ; Crop (Associated) 

・Mrs噌 Cabo1 ;Genetic 

渭 M. So 1 er ; Physiology (Pinapple) 

、 Ado p o ; Physiology (Plantain Banana) 

r s . Y a o ; Ped I ogy 

・M. Ka rm a r r e c ; Phytopathology (Pinapple) 

・M. K o b e n a n ; (Banana) 

・M. K e h e ; En to田ologyDirecteur 

唸 M. Sa ah ; Nematology 

・M. Bo u f f i n ; Production 

● 在アピジャン日本大使公邸

01 B.P.1329 Abidjan, 01 

REPUBL! QUE DE COTE D'l VO IRE 
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克博；

念畝

重ー：

和史； NHK 

冬藤井 タカシ；通訳（

[ 4月4日］

01 B.P.1329 Abidjan 01 

10 Rue de la Vil lee 

● フランス開発科学研究所 (ORSTOM)アピジャ

ORSTOM 

lmmeuble Alpha 

B.P.2002 Abidjan, 08 COTE E'!VO!RE 

Phone: 

Telex: 

B給P.V51

Phone: 45 31 16 

Telex: 22563 

DE D'lVOl 

Mal !akoff) 

。Dr. Jean しAUNA Y ; Representant de l手ORSTOMen Cote d'Ivoire 

Directeur du Centre ORSTOM d'Adiopodou田eCtム）
・M. Adi k o Arno n ch o; Associate Di rec 

• その他多数

Nemato!ogist)(I. V.) 

t 4月7日］

● サパンナ研究所 (IDESSA)本部及び畜産草地部

IDESSA 

01 B.P. 633 Bouake, COTE D'lVOlRE 

急 Drや YAO Ko u a k o u Mi c h e l ; Di rectcur 

鯰 AMAN NAO U ; Animal Science (Genetics) 

l Adjoint 

フランス ） 

(4月9日】

● 農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)本部

ClRAD 

・M. He n r y Ha r v e B i c ha t ; Di reacteur General 

令 M. Be r n a r d A。 SIMON; Regional Directeur for Asia 

・M急 Berna rd Bache 1 i er ; Regional Directeur for Africa 
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[ 4月10日］

• 7ランス間発協力科学研究所 (ORSTOM) 

ORSTOM 

・Mrs. Suzanne COしLET;Adviser for the Directeur(Asia) 

Harry PALMIER; じhiefdu Service de Relation Exterieures 

(l n te mat i ona l Rel at ion) 

Geo r g e CO TY ; Relation Exterieures (Adoministration Service) 

・M. J e an Ma r e Le b 1 an c ; Mil !et Genetist 

2回 1g 8 6年 8月24日,-,,.,,g月28日

[ 8月25日］

● 農業開発研究国際協カセンター (CIRAD) 

ClRAD 

42 rue Schef「er75116 Paris愕 FRANCE

Phone: (01) 4704 32 15 

Telex: 620871 IN四ANCA PARIS 

（ フランス

・Dr約 Henry Herve BIC日AT; Di recteur General CIRAD ． 
et !es Editions J .A. 

3 rue Roquepine 75008 Paris, FRANCE 

Phone : 42 65 69 30 

lex: Difcorn 641 654F 

均 Mme . J a n y L e c r e u x -C o u r n o t ; At tachee a I a Di rec ti on 

[ 8月26日］

● フランス開発協力科学研究所 (ORSTOM) 

ORSTOM 

213, rue la Fayette 75480 Paris, FRANCE 

Cedex 10 FRANCE 

Phone : (1) 48 03 77 77 

Telex: ORSTOM 214627F 

General JAGUAR 

(・D r . P i e r r e L a v a n ; President de ORSTOM) 
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Mme Suzonne COLLET 

（ コート

[ 8月27日］

・ 在アピジャン日

Ambassade du Japon,l皿1eubleAlpha 2000脅TourA l 

Avenue Chardy,Abidjan, COTE D'lVOlRE 

01 B名P.1329 Abidjan 01 

Phone:33-28-63, 32-30-43, 32-30-51 

・蘭 嘉宣；二等書記官 (YoshinoriARARAGl〉

・Takashi HATAKEYAMA;JOCV ニジェー

Representant Resident.Service des Volontaires 

Cooperation au Niger J .0ぶ.V.(JICA)

B.P .10036 

Phone: 73-55-69 

Telex: 5492NI 

，戸川 徹： JlCA無償資金協力業務部業務第二課

s pour la 

象漆原 清； JICA専門家・島津製作所東京支社医用機器営業部技術課

。伊東 靖；日商岩井アピジャン事務所

Bureau de Luaiiser a Abidjan 

01 B.P. 1248 Abidjan, 01 COTE D'IVO!RE 

Phone: 32-15-06, 32-64-80 

Telex: 23461 NlCAB Cl 

ール ） 

（ ニジェール ） 

[ 8月28日】

● アピジャン → ニアメイ

怠 M.La s s an YOUS SOU F ; Representant Niamey Komatsu LTD. 

（小松製作所）

Bureau d'Etides 104 B lmmeuble el Naser 

Niamey, NIG日~B.P.10844 

Phone: 73-33-77, 73-29-02 

Telex: 53 62 NI 

・ ニアメイ空港
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T已 5201 

r. l d r > ssa SOじMANA:

も M。 roukoua DAOUじA; (lNRAN 

l l 

) Responsable Division 

Etndes, Programmes et Format ion INRAN 

(8月2g日］

● 農業研究部 (DRAぷ INRAN) 

コロ試験場 (Stationde Kolo I N RAN) 

B.P.60 Kolo ,NIGER 

・M. BOTOHOU Ou end e b a; Directeur Station de Kolo lNRAN 

B.P.60柘amey,NJGER (Millet Breeder) 

・Dr. CHANDRA K. He d d y; Agronomist (!NDJAN) 

Purdue !Jniversi ty{Alabama A & M Universi ty)ASST Professor & Agronomist 

Niger Cereals Recherche Project !NRAN 

B.P.429 Niamey, NIGER 

Phone; Niamey 72 32 83, Maradi 410 281 

Telex; !NRAN 5201 NJ 

令 M.CHET I MA MA I MOUSSA; Irrigation Enginer (水田案内）

・M. N D I A Y A A h m a d o u ; En tomo ! og is t 

● 土壌実験室 (DRE(Department de Recherches Ecologiques) l NRAN) 
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B.P.42H Niamey, 

し心oratoire de SいlsNiamey 
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・M。 ー
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・M. D a r i To r k e A ; 

Na ti ona I resourses 

le du DRE 

_ _ ibie Coordinatioり

of Rese「chand Extension INRAN 

ible「iceseed ion at I 

GAOH Mauss a Gou be; Soil chemist, Chief of Soi! 

Chemistry and Fertility in INRAN (Ni 

・M。Moussa OUMAROU: lngenieur chemiste (化学） I 

・M. Andrew 

le laboratoi re 

an u ; Soi I chemist( 

(Ghanaian) 

佳史；青年海外協力隊（病害虫）島根大

；青年海外協力隊（土・肥）新潟大 59年卒

ines/qualete contra! 

Asm Univ.)lNRAN 

・近藉 始彦：青年海外協力隊（土・肥）

・ 農業統計局

京大MSコ・~-ス休学中

・M. MARC Rondon ; Di recteur Production Agricole, Ministere de 

Agriculture 

・大渡 勝己； J I CA専門家元日本の会社貝

SNT(Niger)に居る（ラ

de Television) 

・テレビジョン： Socia te Na lionale 

【8月30日】

● コニ試験地 (INRAN)

Point d'appui de Konni 

・Mr. F a r s an t he MAG AG  I ; Responsable station de Machinisrn 

Agricole de Konni 

・Mr. Yaye SADDY; 

・Mr. Harouna LONA; 

【9月2日】

● タルナ農業研究センター (INRAN)

C.N.R.A. de TARNA (INRAN) 

B.P.240 MARADI, NIGER 

Phone; 41 02 81 Bur. 41 02 80 Dom. 

・Mr. NA  L NO J i k a ; Responsable-TARNA Station(C.N.R.A.) 
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・Mr. GONDA J a d a ; Mi I let Breeder 

・M r . A d am O um a r a : Techn i c i en 

・Mr. Nag a g i Ab don ; Technicien 

。Mr . E L H A D I L Z u a B a d o u d ; Mai zぃC.Macai

・Mr。 Ham a d o u B a s s i r o u ; Zootechn i que 

・Mr. Arna don NOUN KA I LA; Peanut Breeder 

。Dr . S e y n i D M A I G A ; En tomo log i st 

・Mr. MANO U Mou s s a ; Assistant Phathologist 

・Mr. HAMA Hassan e : Assistant Phathologist 

・Mr. Roger SHARP;Statisticien-INRANMaradi B.P. 

● マラディ県庁

・Mr. 0 u s s en i MAMA NE ; Rabiou-Secretai re-General 

de-1町 PrefectureMARAD! (マラディ県庁長官）

B.P .45 Maradi, NIGER 

Phone: 410-201 

(g月3日】

● マガリア試験地 (INRAN)

Point ct'appui Magaria INRAN 

・Mr. AL I T i m b o ; Technician Responsable 

B.P.240 Maradi Magaria, NIGER 

・Mr蛤 Mama r e BAD ADJ I ; Service Production 

disgement Magaria 

・Mr. You s sou f MAMA NE ; Assistant 

icole d'Arron 

・Mr. Salley CHAI BOU;(マガリア郡長） Sous Prefect de Magaria 

・Mr. Assanp YAYA ; Service Protection des Vegetaux 

B.P.149 Zinder (Zinderの植物防疫官）

・M r . H a r o u n a MA MA N E ; Ag r i co I e Sta ti s tic 

B.P.149 Zinder (Zinderの農業統計官）

・Mr. BAG ALE Gr em a ; Departmental Production Agricole 

B.P.149 Zinder 

【9月4日】

(Zinderの農業生産部長）

● ドソ果樹苗圃 (FruitPepiniere de Dosso) 

SAA (Service Agricole Arrondissement OOSSO Department) 

・Mr. Bou l om a I no u s s a ; Ajoin Chief SAA Boboye OOSSO 

Fru i te Pepi nery (果樹苗圃）
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[ g月5日］

● ティラベリー試験場

Station de Tillabely lNRAN 

・Mr. HAS SANE Dj ihgarey; le Station de Ti I label)' 

B.P. Niamey lNRAN 

・M r . MO U TA K I M o w s a a ; Ti 11 abe I y村長

SOUS Perfecture de Ti l Jabely 

・Mr. TAHER Ousmane ;DirecteurRegional par interi団

ONAHA (Office National des Ameragements Hydro-Agricoles) -Ti l !abely 

・Mr. Al o i s Kenne r kn e ch t M. S. C. ; (同所）

・M r . MA G A M o h a m a d o u ; Se I ec ti onne r Ni ebe 

Responsable de Department Recherche Agricole (INRAN} 

B.P奮429 Niamey, NIGER 

・Mr. BON KOU LA Abdou 1 aye; Selectionneur Riz 

Responsable section bauques de gines et Riz 

・M r . C l a u d e L E N O RM AN D ; De I egue an Niger (CI RAD) 

B.P.886 Niamey, NIGER 

Phone: 72 32 60 

憑 Mr。 JAH I EL Mich e 1 ; Palms Dates Diffa 

B.P.886 Niamey, NIGER 

D a t e : Pheriacul true-Palmer Datt ier 

【9月7日】

● 国際熱帯半乾燥地作物研究所サヘル・センター (lCRlSATSahelian Center) 

ICRISAT 

B.P.12404 Niamey, NIGER 

Phone: Off .72 25 29, 72 27 25 

Telex: ICRISAT 5406 NI 

・Dr. R. G i b b on s ; Executive Directeur of west Africa Programes 

Directeur of ICRISAT Sahelian Center 

・Dr. C. M. Ren a r d ; Agronomist, Cropping system 

・Mr. S I VA KUMAR M. V. K. ; Agrocl imatologist and peanut 

Agronomist 

・Mr. M. C. KLAI J ;Soil and water engine r 

・Mr. ・ ・ ・ ・ ・ ; (圃場管理）
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~倍心 ,'げ~ ' 

♦ 

『 e G N 日そ la 

］ 

~;7 (I 

, MALI 

r. D a t i an g e DI A MOU TEN日： Dir四 teurAdjo叫．

も Mr.Zana SA:NOGO ;Chief Division de la Recherche 

(DRA) (DRA-

r. GO I TE !v1 am a d o u ; Head Rice Recherche 

1/ 1 ク

I'lER 

lQUe 

♦ !ERソ｝ウバ試験場（バマコに近い中央的性格の試験場）

唸 Mr.PANGAN I GNOU DOLO ;Directeur Station 

Head Food and Oi I Crops Research Sec ti on (Rice Breeding) 

攣 Soil Laboのオランダ人

・Dr. FLOR IS Van Der Pal ; Expert Agricultural Chemistry 

Laboratoire de Soi ls IER/DRA/SREVO 

凡P.1245 Bamako, MALI 

會 Mr . M a m e d o u K e i o u n z e K e i t a ; Chief Soi l Labo 

SREVO-Sotuba-Bamako 

B.P。438
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鬱さ

、
{
¥

丁

V. タ(I叫iac.) 乎¥
C) 

Insti t叫eNatiom;i 

Rビ）

INRZF日）

la Rech汀叶:;heZootechn 1 que令

応restiereet 

・Dr, Birama OJ AKI ; Di『ecteurl 

r. Marnadon OUATTARE; 

・Mr . Me me TOGO LA ; I ngenieur d' 

Chief Station Mopti-nord 

!ogists 

♦ 

CILLS-Institute du 

r . L a o m a i b a o N e t o y o ; lJ I rec tment de la 

Pranification et de la Recherche 

・Mr。 Alionnel Badoro CAMARA : Resador Coordinateur. 

Documentation et 

・Mr. TRAORE Moussa G. ; 案内

・CILS. S. ; コピー手伝し、

・Mr. Idriss a DI OUF; Documentaliste Programme Resadoc 

(Resado炉 ResearchDoc旧entation

wn 

墨 Mr.MAD I KONA TE; Directeur Adminis 

B.P .1530 

Phone: B. 22-21--48 D. 22-59-09 

Telex: !NSAH 432 Bamako, MALI 

● ホテルにて

• 山内 ；日本工営のバギンダプロジェクト

・古館 昌司；

・尾畑 敏郎；（婦人子供共） Bamakoの写真屋

Tokyo Colon 
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B.F.2181 

Phone: 

(g月l2日］

Ministere de I' 

MALI 

iculture 

・Mr. Son 1 SIS SOKO; Directeur de Cabinet ( 

● 野菜・果樹試験場 (SRFM)

Section de Reche rch F ru i tuesse t 

B」).30 B暉 ako,MAU 

1cheres 

（、 ・Mr.

・Mr, Bo 

y d o u S l D I BE ; Section Chief) 

D I ARR A ; Responsable du Vo!et de Defense des 

Cultures(Sectionの下の室又は係）

r. Bo,1ar Seko icul ture Fru i tie re (果樹栽培）

(・Mr. F o us sen i DI ARRA; Assistant Cultures Maraicheres 

（野菜生産）

(・Mr. Dao n d a DENBELE; Responsable's) 

・Mr。 Baka r y DO UM BI A ; Assistant on Valet Tecnologie (加工）

・ フランス開発協力科学研究所バマコ施設 (ORS.「OM Bamako) 

F r a n c o i s -M a r i c G l B O N ; Hyd rob i o log is t 

・M. J. SCHOR SHER; Hydrobiologist PARIS (Xl) ORSTOM (Canadian) 

M. E . B A UM A N N ; ORSTOM Soc i e Economist 

令 Dr . B e r n a r d P H I L I P P O N ; Medi ca! En torno log is t ORSTOM/WHO 

WHO/ONCHO Project OCP 

Phone: 22 52 44 Bamako, MAL! 

・M. Bern a rd TRECA; Ornithologist ORSTOM/Bamako 

Effect of ducks on Rice field (Office de Niger/Mopti) 

[ 9月l3日】

● シンザナ農業試験場

Station Recherche Agricole Cinzana 

B.P.214 Segou, MALI 

・Mr⇔ Che i ck Oum a r KE I TA ;Engineur Agriculture 

Maize Breeder-SRCBO 

B.P .438 So tuba, MALI 

冬 Mr . 0 u rn a r N I AN G A D O ; (Ci nzana所長）

Directeur de la Station de Recherche de Cinzana 
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BさP214 唸MAし
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; l ngen i eur des 

(I ER) 

1/l~iono 

D j i b r i I TA RO Rビ； Directeur Station 

Par Niono 

ico! 

を Mr.Mamadou 像 Bare COUしEBALY; Rice 

Station Kogoni, Vio Niono,Mal i 

r . r1 "" o s e 1 n 1 CISS ing 0) Tech,Obserber 

r. Men 1 lOU DOLO 

八dama KElr「A

r. Yordoubra D mberos; logie 

・Md e.'『0U R E K a d i a 1 o u ; En tomo I og i e 

（在ニオバ

Station d'elevage et de Recherches 

Zootechniques du Sahel Niono 

・D r . D a o u d a D. EM B E L E ; Di rec teu r 

r. Oudmane I A L I B O N L Y ; Genet i st 

・Mr念 Dus s a YOSS I ; Agrostologie; 飼料作

逹 Mr。 iv1aw a d o n SANG ARE ; Al imentation-Nutri tion 

[ g月l7日］

● モプティ浮稲研究所（旧 WARDA研究所） IER 

今 Dr。 GOI TA Mam ado u; Directeur Rice Mopti 

• 他研究員6名
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● 林業・淡水生物研究所 (INRZF日）モプティ淡水生物実験所

!MAZH 

・Dr. Famoussaba D. DANSOKO 

Docteur en Ecologie lchtyologie 

Di recteur du Laboratoi re D'廿ydrobiologie/DRFHde Mopti 

B.P.91 

Phone: 28, Mopti, Rep. MALI 

● 北モプティ飼料作物試験場

Station !DRZ de Mopti-Nord 

・Mr . Me me TOGO LA ; Di recteur 

・Mr. Moe en e KE IT A; lngenieur des Havaux Agricoles(Technision) 

・Mr. Abdou lay e TOLO; Moniteur d'Agriculture 

● モプティ地域畜産開発事業団（在セバレ）農業省 DepartmentNational Economy所轄

ODE/11-Sevare 

・Dr.Ma name t KENTA ;2nd Directeur(ODEM) 

Operation de Development de !'Elevage Mopti(ODEM) 

・Dr. Mam a do u CO UL I BA LY A ; Pastoral iste(ODEAM) 

・M r . B r e h i m a C O U L I B A LY ; J l CA研修から帰った男性

Di recteur Regional 0. T.E.R. ,Sevare Mopti 

Operation des Travaux d'Equipement Rural 

【9月1g日】

● 生産システム研究部シカッソー試験場

ORSPR 

・Mr. Bak a r y SANO GO ; lngenieur Zootechniques 

Coordinateur Volet Fonsebongon 

DRSPR, B零P.186, Si kasso, MAU 

(・Mr. Ti e co u rad i e DI ARRA: Agronomist) 

Chief de la DRSPR (1986年6月から Bamako駐在）

● 生産システム研究部ティエルアラ試験場（組立研究の実証地）

Station DRSPR de Tierouala 

Division de Recherche sur Les 

Systemems de Production Rura I es(Si kkaso) 

、Mr.Moh am an e BOU ARE ; Chief PAR de Tierouala 

・Mr. Ibranim DIAMO;Monteur iculture Adjoint chefou PAR 
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● ヌタルラ試験場

N'TARLA (N'Tarla Stationは DRAの 1Sectionで SectionRecherche 

Cotton el Fibre Juliere (SRCFT)の唯一の Section

ぶ Mr. So a l e D EMB EL E ; Chief de la Station de N'TARLA 

B . P . 2 8 Kou t i o 1 a , MALI 

・M r . M a m o u t o u T O G O L A : En tomo I og is t 

・Mr . T RAO TE Bo u b a c a r ; Agronomy Extereeurve 

【9月22日】

● 農業開発研究国際協カセンター (CIRAD)マリ事務所

C!RAD Delegue de Mali 

。Mr.Hu u Ha i Vuong ; (Delegue Mali) Phytopathologist(Sotuba) 

B.P.1967 Bamako, MALI 12 Rue Feradinand 

94500 Champigny-Sur-Marne 

Phone:22-42-93 

・Mr. Tean-Francoi s MARTINE; 全作物の栽培・栄養・

土壌管理・化学肥料・有機質肥料

SRCVO(Sotuba) 

Section de Recherche Sur !es Cultures Vivieres et Oleapineuses 

【9月23日】

◆ 農業省統計局

・Mr. Band i on go u CAMARA ; Chief Section Statistiques 

Agricoles 

Direction Nationale de I'Agriculture 

● ホテル

・Mr. Lamine TRAORE 

Acceralated Crops Production Off icer(ACPO)-SAFGRAD/Mal i, Bamako 

B。P.2614 Bamako, Rep. MALI 

(g月24日］

● 農村経済研究所 (IER) 

lER Directeur General 

・M r . M am a d o u F a t o g o m a T RAO RE ; (I ngen i eur Agronome) 

Di recteur General de I'!nsti tute d'Economic Rurale(!ER) 

B.P.258 Bamako, MALI 

Phone: Beurau 22-26-08 

Direct 22-24-13 
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深し

て

る

もっていた．

写真 2

tlRST0M Bondy研究所

写真3

西アフリカで収集したパール

ミレットの遥伝子資源

clRSTclM Bondy研究所
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写真 5

セネガル ISRA本部にて

所長及び次長と共に．

我々の訪問を歓迎し関心を

もっていた。

--~OQ --
,Iぃ

写真4

CRSTOM Bondy研究所内部

実験室は整備されていた．

写真6

ゾルガム育種圃場

（フランス人 Breederによろ

活発な活動）

]SRA Bambay Center 



写真 8

乾季の緑・パールミレット畑

セネガル北部

--94 -

サトウキピ畑．セネガル川の

がい（塩止後）

セネガル北部，リシャルトール姿

（広大なサトウキピ畑と工場がある）

写真9

遊牧民家

セネガル北部



写真11

プルキナファ 'J INERA所長

―-95 

写真10

塩止堰

セネガル南部ジカンショール

（手前が海側）陸側ではイナ作可能

小面積にして効果大

写真12

穀物貯蔵庫（プルキナファゾ）



写真13

井戸と水汲み

（プルキナファ')の畑の中で．

不―表層土壌（約10cm)

廿岩盤
し
こ
こ
~
~

m~ 
c
 ゜
2
 
由壌

下

i
-
|

表

岩

霊

写真14

プルキナファソ．サリア試験場内の表層土壌の差（非常に近いところでも上と下の差があろ）

土壌の保水力が著しく異なる．

写真15

青年協力隊の諸氏

（ニジェールもニアメイ）

日頃の活動をねぎらった
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写真16

ニジェール INER合

タルし

この所長は自

レJ

写真17

フォニオ畑

2ヶ月で収穫が出来ろので、

パールミレットやソルガムが

早害をうける年でも収穫出来る．

また、味が良いようで、この小さな

とする（ニジェール）

ニエペ（ササゲ） （マリ）

食用はもとより、ヨーロッパヘの

佑出作物として重要であるも

最近2ヶ月て登熟する早生種が出来て、

早ばっ酎性の面から注目を集めている◇
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